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高等学校理科（生物基礎）学習指導案 

日  時 平成 28 年 10 月 27 日（木） 

指 導 者 教育センター所員 山村 元子 

 

単元名 「生物の体内環境 －神経とホルモンによる調節－」（数研出版「生物基礎」） 

 

１ 単元について 

(1) 単元観 

本単元では，生物には体内環境を維持する仕組みがあることや体内環境の維持と健康との関係を

理解させることをねらいとしており，動物，特に「ヒト」の体内環境の維持に自律神経系とホルモン

が関わっていることを扱う。自律神経系における調節とホルモンによる調節の共通点と相違点を捉

え，両者が統合的に働くことで体内環境が維持されていることを理解させる。そして，体内環境が動

的に変化しつつも一定の範囲内に収まっており，その範囲から外れた状態が病気であるということを

考察させることをねらいとしている。 

 

(2) 生徒観 

本クラスは，文系で生物基礎の選択者から構成されている。事前の意識調査の結果から，「生物基

礎」の学習内容と普段の生活とを結び付けて考えている生徒はクラス内の３割程度であったものの，

クラスの６割程度は将来，社会に出た時に学習内容が何らかの形で役に立つことがあると考えてい

る。よって，人体の仕組みに関する本単元の内容については，生徒たちが自分の事として捉えやすく，

興味・関心が高いと思われる。また，高校卒業後は生物を専門的に学ぶ機会はほとんどなくなると思

われることから，学習内容を生活の中に生かすことができるように興味・関心をより高め，主体的に

学習に取り組めるようにしたい。なお，生体内の学習内容については，中学校第２分野「(３)動物の

生活と生物の変遷」において，呼吸器，消化器，循環器，運動器，感覚器，神経系について，既に学

習している。 

 

(3) 指導観  

本単元は体の中で起こるミクロレベルの現象であるため，実際に目にすることができない。このよ

うな体内環境の維持を学習する場合，知識伝達型の一方的な講義形式の授業形態になりやすい。そこ

で，主体的に学習に取り組む姿勢や，他者に対して分かりやすく自分の言葉で説明する表現力を養う

ことを目的に，クラスの仲間と教え合う活動を取り入れることにした。単元の第１時から第４時にか

けては，活動がスムーズに進むように，学習内容に関する課題を記載したワークシートを用意し，そ

の課題に対して，まず生徒自らが考えを導き出し，その後発表する場面を設定し，思考力，判断力，

表現力を高めさせたい。各時の授業のまとめではリフレクションシートで本時の学習内容を振り返ら

せ，本時の学習内容についての理解を確認させ，自分の言葉で科学的に説明できる力を身に付けさせ

る。第５時では，体内環境の維持に関わる探究活動を設定し，観察，実験などの具体的な経験を基に

科学的な思考力を身に付けさせたい。 

 

２ 単元の目標 

   動物の体液の濃度が自律神経系の働きやホルモンの作用により一定の範囲に調節され，体内

環境の維持と健康と密接に関係していることについて，観察，実験などを通して基本的な概念や

原理・法則の理解を深め，科学的な見方や考え方を養う。 
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３ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

・体内環境の維持の仕

組みについて関心

をもち，意欲的に探

究しようとする。 

・動物の体液の濃度が

自律神経系とホル

モンの作用により

調節されている仕

組みを考察し，導き

出した考えを表現

している。 

・体内環境の維持の仕

組みについて観察・

実験を行い，基本操

作を習得するとと

もに，それらの過程

や結果を的確に記

録，整理している。 

・体内環境の維持に自

律神経とホルモン

が関わっているこ

とを理解し，知識を

身に付けている。 

 

４ 指導と評価の計画（６時間）     

 

 

 

 

 

時 学習内容 学習活動 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
関 思 技 知 

１ 

神経とホルモン

による調節 

神経による調節 

－自律神経系－ 

・自律神経系 

・交感神経と副

交感神経 

・心臓拍動の調

節 

 

自律神経系

の働きにつ

いて，各自で

確認する。 

確認したこ

とを班のメ

ンバーに自

分なりに説

明する。 

 

神経とホル

モンによる

調節につい

ての関心を

もつ。 

交感神経と

副交感神経

を関連付け

て理解する。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神経とホルモンに

よる調節について

の関心をもってい

る。 

ワークシ

ート，リ

フレクシ

ョンシー

トの記述

内容の分

析 

    

◎ 

 

自律神経系の構造

と働きについて理

解し，基本的な知

識が身に付いてい

る。 

２ 

 

本

時 

ホルモンによる

調節 

－内分泌系－ 

・内分泌腺とホ

ルモン 

・ホルモンと受

容体 

 

 

内分泌系の

働きについ

て，各自で確

認する。 

確認したこ

とを班のメ

ンバーに自

分なりに説

明する。 

 

 

内分泌系の

働きについ

て，班での活

動を踏まえ

て意欲的に

追究し，学習

内容を自分

なりの根拠

をもって表

現する。 

 

○ 

   

 

 

内分泌系の仕組み

について，意欲的

に追究しようとし

ている。 

 

ワークシ

ート，リ

フレクシ

ョンシー

トの記述

内容の分

析 

 

行動観察 

 ◎   内分泌系とはどの

ようなものか考察

し，班での活動を

踏まえて導き出し

た考えを表現する

ことができる。 

◎･･･評価規準に照らして，「十分満足できる」状況（Ａ）か，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）か，「努力を

要する」状況（Ｃ）かを把握し，単元の総括の資料とする。 

○･･･評価規準に照らして，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）であるかどうかを中心に把握する。「努力を要す

る」状況（Ｃ）になりそうな生徒に対して，適切な働き掛けや指導の手立てを行うことを特に重視したも

ので，単元の総括の資料とはしない。 
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５ 本時 

(1) 目標 

内分泌系の働きについて生徒同士で教え合う班活動を通して意欲的に追究し，学習内容について

説明することができる。【思考力・判断力・表現力】 

３ 

 

・視床下部と脳

下垂体 

・フィードバッ

ク 

・水分量の調節 

 

  

内分泌系の

段階的な分

泌機構に関

する課題に

ついて考察

する。 

考察した内

容について，

班内で説明

し合う。 

 

内分泌系の

段階的な分

泌機構につ

いて，班での

活動を踏ま

えて理解し，

学習内容を

自分なりの

根拠をもっ

て表現する。 

  

◎ 

   

内分泌系の段階的

な分泌機構の仕組

みを考察し，導き

出した考えを表現

することができ

る。 

 

ワークシ

ートの記

述内容の

分析 

   

 

○ 内分泌系の段階的

な分泌機構につい

て理解し，基本的

な知識が身に付い

ている。 

課題に対

する記述

内容の分

析 

４ 

自律神経とホル

モンによる調節 

・血糖濃度の調

節 

・糖尿病 

  

血糖量の調

節や糖尿病

に関する課

題について

考察する。 

考察した内

容について，

班内で説明

し合う。 

  

自律神経系

と内分泌系

の働きによ

り，体内環境

が一定に保

たれている

こと考察す

る。 

血糖量の調

節機構や糖

尿病の原因

を理解する。 

 

 

 

○ 

   

体内環境を一定に

保つ働きと健康に

ついて考察し，導

き出した考えを表

現することができ

る。 

 

ワークシ

ートの記

述内容の

分析 

   ◎ 血糖量の調節機構

や糖尿病の原因に

ついて基本的な知

識が身に付いてい

る。 

課題に対

する記述

内容の分

析 

５ 

・ 

６ 

探究活動  

体内環境の

維持におい

て，自律神経

系及びホル

モンに関わ

る役割を確

認するため，

パソコンや

マイクなど

の機器を使

って，心拍数

を計測し，そ

の結果を考

察する。 

 

機器を使っ

て運動前後

での心拍数

の変化を正

確に記録す

る。 

体内環境の

維持におい

て，自律神経

系及びホル

モンに関わ

る役割につ

いて，意欲的

に追究して

いる。 

   

◎ 

  

パソコンやマイク

などの機器を使っ

て心拍数を正確に

測定することがで

きる。 

 

行動観察 

 

実験ﾚﾎﾟｰ

ﾄ の 記 述

内容の分

析 

◎    体内環境の維持に

ついて，単元の学

習内容と心拍数の

計測結果を関連付

けて追究しようと

している。 
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(2) 指導の視点   講座テーマ・・・生徒が主体的・協働的に活動する生物の授業づくり 

   生徒が主体的・協働的に活動する授業として，今回は学習内容について生徒同士で教え合う活動

を取り入れることにした。生徒同士で活動する際に，自分の言葉で説明することを意識させ，科学

的な考え方を踏まえた表現力を身に付けさせたいと考えている。また，班内の活動にとどまらず，

他の班と意見交換をすることで，学習内容の知識定着も踏まえつつ，思考力，判断力，表現力を高

めるようにしたい。 

 

 (3) 展開 

過
程 

学習活動 
指導上の留意点 

（＊･･･アクティブ・ラーニングの視点での留意点） 

評価規準 
（評価方法等） 

導
入
（
５
分
） 

 

●本時の内容目標と態度目標を確認す

る。 

 

 

 

 

●本時の学習内容を確認する。 

 

・視覚効果と時間短縮のため，以下の目

標を黒板で示し，簡潔に説明する。 

 

 

 

 

・本時の学習内容を説明する。 

 

展
開
（
40
分
） 

      

 

●基本問題３・４の各学習内容について，

自分なりの言葉を使って説明するこ

とで，考察を深めながら表現内容を構

築する。 

 

※基本問題毎に以下のア～オの順で活

動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊集中して考えさせるために，必要に

応じて時間を計測し，時間内で活動

させる。班での活動ができるだけ長

く確保できるように配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎【思考力・判断

力・表現力】 

内容目標：「内分泌系の働きについて，自分の言葉で説明できるようになる。」 

態度目標：「話す。質問する。説明する。動く。チームで協力する。チームに

貢献する。」 

 

【基本問題３】 

以下の①～⑥のホルモンについて，「ホルモンを分泌する細胞」「標的

細胞」を答えよ。 

①甲状腺刺激ホルモン ②パソプレシン  ③パラトルモン  

④鉱質コルチコイド  ⑤グルカゴン   ⑥インスリン 

 

【基本問題４】 

ホルモンは内分泌腺から分泌され，全身に運ばれる。 

①ホルモンはどのようにして全身に運ばれるのか説明せよ。 

②なぜホルモンは全身に運ばれるのに，特定の細胞（器官）にのみ作

用することができるのか説明せよ。 
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ア．教科書に記載されている本時の学

習活動において必要となる基本的

な用語についてワークシートの空

欄を補充することで確認する。（２

分） 

イ．自分の考えをもつために，ワーク

シートの基本問題を個人で解く。

（５分） 

ウ．個人で解いた段階での理解度を確

認するため，ワークシートの理解度

チェックのあてはまる項目に○を

付ける。（１分） 

エ．自分の考えを深めるために，班内

で答え合わせをしながら，解答に関

してメンバーで互いに説明し合う。

その後，班で互いの説明に納得でき

たかどうか確認するために，ワーク

シートのチェック欄に✔を入れる。

（７分） 

オ．納得できていない班（個人）があ

った場合は，どんなところが納得い

かないかをクラス全体の場で発表す

る。 

発表内容を受けて，他の生徒が説明

をしたり，さらに質問をしたりする

活動を行う。  （５分） 

 

 

●基本問題３について納得できた場合

は，基本問題４に進む。基本問題４に

ついて，上記ア～オと同様の活動に取

り組む。 

 

・ワークシートの空欄に当てはまる語

句のみを板書し，確認を行う。説明用

の図については，時間短縮のため，パ

ワーポイントにて提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班活動において目標を意識させるた

めに，電子黒板にそれぞれの目標を

常に掲示しておく。 

＊班活動が滞っている場合は，適宜，支

援する。この時，ファシリテーターと

しての役割を意識して支援する。 

 

・全体の活動が活発になるように，納得

できていないところがないか，全体

に呼び掛ける。 

＊納得できていない場合は，教師が発

問をしてどの点に納得ができていな

いかについて気付かせる。 

 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

 

●本時の態度目標及び内容目標がどれだ

け達成できたかを確認するために，リ

フレクションシートに記入し，本時を

振り返る。 

 

 

・生徒が記入した内容に対して授業後

にコメントを記入し，次回の授業で

フィードバックする。 

 

○【関心・意欲・

態度】 

(リフレクショ

ンシート) 
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(4) 評価･･･◎【思考力・判断力・表現力】 

評価規準 評価の方法 

内分泌系とはどのようなものか考察し，班での活動を踏ま

えて導き出した考えを表現することができる。 

・ワークシート記述の分析 

・行動観察 

Ｂ：おおむね

満 足 で き

る。 

内分泌系の班内でまとめた内容を記述している。 

＜記述例＞・ホルモンは標的細胞の受容体に結合する。 

・ホルモンが結合したら細胞に作用する。 

Ａ：十分満足

できる。 

Ｂの記述に加え，班のメンバー以外の生徒の発表内容を踏まえて筋道を立てて

記述している。 

＜記述例＞・細胞にある受容体には形があり，その形とホルモンの形が合った

ら細胞に作用する。 

Ｃ（努力を要

する）の場合

の手立て 

教科書の記載事項を示しながら，再度班で協働して記述するよう促す。班で協働

できない場合には，教師の発問によって気付きを引き出し，それを記述させる。 
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